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1  は  じ  め  に

平成11(1999)年 4月 から秋田県の新奨励品種に採用さ

れた「めんこいな」について,その本格的普及拡大のため

に県は県内12地域農業改良普及センターで栽培技術実証圃

を設置した。その結果を県内を県北・県央・県南の3つに

地帯区分し,日標収量660kg/10aを めざした地帯別の生

育及び窒素吸収特性について検討した。

3 試験結果及び考察

a)平成H年の平均気温
特に 7月 中旬から8月 中旬にかけて,最高気温・最低気

温ともに全県的に高く,月平均気温は平年より約 2℃高く

なった。

表 1 平成11年の平均気温の推移

6月 7月 8月

県北  190(+07) 233(+18) 260(+24)
県央  197(■ 11) 246(+20) 273(+29)
県南  196(+06) 244(+22) 267(+22)
注 県北は鷹巣町,県央は秋lll市 ,県南は横手市の気象
観測値。カッコ内は平年比。

(21 地帯別生育及び窒素吸収量

生育期間を通じて県央が茎数・乾物重 窒ヽ素吸収量とも

に他の地帯より多かった。県北は生育初期の茎数・乾物重

・窒素吸収量が他の地帯に比べて少なかったが,生育後期

は茎数・穂数が他の地帯よりも多くなり,乾物重・窒素吸

収量も7月 15日～8月 20日 の増力Π量が大きくなった。生育

ステージごとの窒素吸収量は県北・県南では7月 25日～ 8

月20日 ,県央では移植～ 6月 25日が最も多く,県南では 8

月20日～9月 15日の吸収量が他に比べて多かった。

表2 各地帯の耕種概要

苗  栽植  移植  窒素施肥量
基肥 減 数

様式  密度  日 分裂期

図 1 調査地点と地帯区分

2試 験 方 法

試験年次 :1999年

供試品種 :めんこいな (系統名・秋田59号 )

地帯区分と設置場所 :県北 (鹿角市,大館市,合川

町,能代市).県央 (昭和町,若美町,秋田市,本荘市),

県南 (角館町,仙北町,大森町,稲りI町 )

栽培様式 :機械移植栽培

調 査 日 :6月 10日 ,6月 25日 (有効茎決定期).
7月 5日 (最高分げつ期),7月 15日 (幼穂形成期),

7月 25日 (減数分裂期),8月 20日 (穂揃期), 9月 15

日 (成熟期)

県北 最大(早)中苗4 227 5,12 098 021
最小(遅)    182 5,21 076 020

平  均 206   5,15  085   020

平  均 202   5,11  070   0 17

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

県央 最大(早)稚苗 1 216 5,11 086 020
最小(遅)中苗3 189 5,13 060 012
]二    彙ヨ          197   5,17  0 70   022

県南 最大(早)稚苗3 206 5,16 085 040
最小(遅)中苗 1 180 5,20 056 011

注 各項目はそれぞれの設置地点のあきたこまちの慣行
栽培にもとづく。単位 :栽培密度・株/nf,移植日・
月 日,窒素施肥量・kg/a
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地帯別窒素吸収量の推移

図 3 地帯別単位面積あたり乾物重の推移
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図5 地帯別窒素吸収パターン

表3 地帯別生育量および収量構成要素

茎数  出穂期  穂数  1燥蒙 _               籾数  総籾数  歩合 千粒重

粒/穂   千粒   %   g本/ピ  月,日  本/『
,県 Jヒ    667     8, 4     468     69 1     768     00      665
!県りこ    686     8, 3     478     740     782      0 1       638

704      328     862    236
734      350     790    232

!具言ヨ    588     8. 3     427     71 2     764      03       579      687      293     846    239

注 総籾数=穂数×一穂籾数

0)地帯別生育量と収量構成要素
棉長は全県平均771mで倒伏はほとんどみられなかった。

最高茎数は県南では県央より15%少なく,穂数も県央より

11%少なかった。収量は県北では66 5Kg/a,県南では57 9kg

/aと地帯男1に幅があった。収量構成要素から見ると県北

では登熟歩合が高く,穂数・一穂粒数の多かった県央に比

べて多収となった。一方,県南では穂数が少なくば当り総

籾数が低下して,他の地帯より低収となった。

県北の多収要因は早期に茎数が確保できたこと,最高分

げつ期から幼穂形成期にかけての窒素吸収量が多かったこ

と,他の地帯より気温が低く登熟条件がよかつたことなど

があげられる。

県央で収量が向上しなかった要因は,早期に茎数が確保

したが過剰分げつが増加し最高分げつ期から幼穂形成期に

かけて窒素吸収量が相対的に減少したこと,減数分裂期か

ら登熟初期にかけて記録的な猛暑となって稲体が消耗する

条″‖こなり,登熟歩合が低下したためと推測される。

県南の収量低下要因は,茎数・穂数が少なかったこと,

登熟期の高温が登熟歩合の低下を招いたことと考えられる。

4 ま  と  め

以上のことから,「めんこいなJは 6月 25日 の有効茎決

定期頃から7月 25日頃の幼穂形成期頃までの窒素吸収割合

を総量の30%程度に高めることにより有効茎数を高く維持

できて,出穂期から成熟期前半にかけて乾物生産・窒素吸

収を活発にさせるような栽培管理を行うことにより660峰

/10aの 収量水準が期待できるものと考える。
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